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記入表1　製品設計チェックリスト
日 付： 20　　年　　月　　日
企業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
役職、設計責任者・担当者名【本証明書の記載者】：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail(E-mailがない場合TEL)：                            
[bookmark: _GoBack]
申込型式・品番名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Must項目 (実現されなくてはならない項目)
	分類
	No
	要求
	　　対象
	実現
	解説
	ねらい

	　　　　　　　　　　
　　
構造と結合技術
	1
	相互に適合性を有さない材料で構成されるアッセンブリー同士は分離可能かまたは分離補助部付きで結合されているか。　
	筐体部品、
シャーシ、
電気・電子アッセンブリー
	□はい
□いいえ
	材料間の適合性については、ECMA341附属書C「プラスチック適合性ガイド」などを参考にチェックすることができる。
	再利用・リサイクルの促進

	
	2
	電気・電子アッセンブリーおよび電気・電子部品は容易に見つけられ、分別可能か。保守・修理において交換の必要性が高い部品は容易に取り外しができるか。
	機器全体
	□はい
□いいえ
	
	部品探索の容易化

	
	3
	リサイクルのための分解は一般的な工具だけでできるか。
	筐体部品、
シャーシ、
電気･電子アッセンブリー
	□はい
□いいえ
	『一般的な工具』とは、市販されていて入手可能な工具を指す。法律上、接続技術の選択が限られる場合には適用されない。
	結合解除の容易化

	
	4
	分解工具のために必要な掴み点および作業空間が考慮されているか。
	筐体部品、
シャーシ、
電気･電子アッセンブリー
	□はい
□いいえ
	
	結合解除の容易化

	
	5
	アッセンブリーを筐体やシャーシに固定するためのネジ結合は4種類以下の道具だけで解除できるか。
	筐体部品、
シャーシ

	□はい
□いいえ
	工具は駆動タイプ(例えばプラスドライバー・マイナスドライバー)および駆動サイズ(例えば工具サイズ)によって特長付けられる。
	結合解除の容易化

	
	6
	機器に取り付けられている電池(内蔵電池)は、その電池が寿命となったときや修理のときなどに実装されているプリント基板などの全体を交換することなく、電池の交換または取り外しが可能か。

	内蔵電池
	□はい
□いいえ
□電池の使用なし
	電池の寿命時に電池交換がし易い構造であることは、機器やプリント基板などの廃棄を回避し、長寿命に繋がる。本項は修理時に事業者によって電池が交換できる場合も本項を適用とみなす。
	分解・解体の容易化

	
	7
	製造事業者は上記1から6に従って、試し分解を行ったか。
	機器全体
	□はい
□いいえ
	
	

	材料の選択および
表示　
	8
	類似の機能を有する筐体プラスチック部品の材料は一種類に限定されているか。ただし、再使用部品であることが証明された部品または特別な機能（耐熱性、耐摩耗性、耐衝撃性）が求められる部品には本項目を適用しない。
	25gを超える筐体部品
	□はい
□いいえ
□対象となる部品なし
	『機能』とは、例えば「耐熱性」、「耐摩耗性」、「耐衝撃性」といった機能を指す。なお、ポリマーブレンド（ポリマーアロイ）は使用して差し支えない。
	再利用・リサイクルの促進

	
	9
	25gを超え、かつ面積が200mm2を超えるプラスチック製部品は、ISO 1043を考慮しながら、ISO 11469に従って表示がなされているか。
	機器全体(再使用される複合アッセンブリー中に含まれているプラスチック製部品は除く)
	□はい
□いいえ
□対象となる部品なし
	プラスチックの材質表示はすべてのリサイクル企業にプラスチック材料の種類毎の選別を可能にする。
	再利用・リサイクルの促進

	
	10
	主要な金属部品は、材料の合金種を把握しているか。また、使用後の同系統の素材へのリサイクルを想定し、日本における汎用的な成分の素材を使用しているか。
	機器全体
(モータを除く)
	□はい
□いいえ
	汎用以外の金属を使用すると同系統の素材へのリサイクルを阻害する元素が含まれる可能性がある。
	分解・解体の容易化再利用・リサイクルの促進

	
	11
	プラスチック製筐体部品に貼付されるラベルなどは、必要最小限に限定され、分離が容易であるか。または、分離が容易でない場合、それらが貼り付けられる部分と同一の材質であるか、もしくはリサイクルを妨げない素材であるか。

	25g以上の筺体部品
	□はい
□いいえ
□対象となる部品なし
	高品位の材料としてリサイクルをするためには、材質表示がないと、その部分を打ち抜きして処理するか、低品位の材料としてリサイクルされる。ラベル剥がし作業は非常に手間がかかる。そのため、「家電製品のプラスチック等部品の表示およびリサイクルマークのガイドライン」では、ラベル等の材質表示、ラベル等の貼り付けるプラスチック部品と同材料化(相溶化)が望ましいとされている。
	再利用・リサイクルの促進



Should項目 (実現が望ましい項目)
	分類
	No
	要求
	対象
	実現
	解説
	ねらい

	構造と結合技術
	1
	分離すべき結合個所は容易に見つけられるか。
	筐体部品、
シャーシ
	□はい
□いいえ
	
	部品探索の容易化

	
	2
	10kg以上の製品にあっては全分解工程を通して受け面を維持できるか。
	機器全体
	□はい
□いいえ
□対象外
	解体作業中に製品をひっくり返すことなく一定の面を維持できるようにすることが分解・解体の容易化につながる。
	分解・解体の容易化


	材料の選択および
表示
	3
	同一のプラスチック材料から製造されている部品の着色は、統一性または適合性を有しているか。ただし、機器の操作部品には本項目を適用しない。
	筐体部品
	□はい
□いいえ
□対象となる部品なし
	『適合性を有する着色』とは、同色で明度が異なる場合を指す。
	再利用・リサイクルの促進

	
	4
	プラスチック製筐体部品は、除去工程が必要な金属塗装(金属メッキ、導電塗装)を回避しているか。プラスチック部品への直接的な印刷は必要最小限(例：製造者名)に限定されているか。
	25gを超える筐体部品
	□はい
□いいえ
□対象となる部品なし
	表面に大面積の塗料層があるプラスチック部品は、リサイクルされる場合、除去工程が必要となる。レーザマーキングなどは本項目に示す「印刷」に含まない。プラスチック部品と同一原料の塗料などは本項目を適用しない。
	再利用・リサイクルの促進

	
	5
	金属部品の材料は、分離選別が困難な合金種（SUS430とSUS304など）を組み合わせて使用していない。
	機器全体
	□はい
□いいえ

	使用後のリサイクルを考慮すると、例えばステンレスにおいては、磁性/非磁性の種類の組み合わせや、現行の精錬プロセスにおいて除去できない不純物元素(銅や錫など)の使用(混入)がないことが望ましい。
	分解・解体の容易化再利用・リサイクルの促進







